












新生児胃破に代表されるように,新生児消化管穿孔は広汎な腹膜炎により,急激にショック

症状を示し,DIC 状態におちいる重篤な疾患であり,現在でもまだ予後は悪い。この治療成

績を向上させるためには,術前・術後を通じての輸液や,呼吸の管理を確立すると共に,ショ

ック症状の原因と考えられているエンドトキシンを,いかに除去するかが問題となるとこ

ろである。 

小児外科領域では,この方面の治療法として交換輸血がよく行われているが,我々は新生児

胃破裂症例に人工透析を行い,著明な改善をみた症例を経験したので,エンドトキセミアに

対して,血液透析または血液浄化法を行うことを基本方針としている。 

今回は,エンドトキセミアに対する血液浄化法の効果を知る目的で,動物実験を行ったので,

その結果について報告する。 


